
検査品質向上・人材不足解消に

AI画像判定サービス

今まで自動化できなかった目視検査工程の
数値化できない部分をAIがルール化し、自動判定します。

AIや画像処理の専門知識も不要！

４つのポイント

１．AIが画像を学習し、物体検知・分類・異常検知を自動で判定。

３．モデルを作成するクラウドから現場用のエッジPCまで提供することで、システム構築の手間
を削減。高速な処理を実現。

４．AI判定結果に人による判断結果を追加学習させることで、
熟練スタッフのノウハウを学習。 学習を繰り返すことで、検知精度を向上。

２．周辺装置との連携支援により、排出・ロボットピッキング等の自動化実現をサポート。

食品検査

個体差が大きな食品の判定。
自動化を諦めていませんか？
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割れ はみ出し

個数カウント

個体差？包装の光沢？画像判定
の障害に悩んでいませんか？
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異物混入検査

金属探知機で見つけられない
異物は人の目しか頼れない？

虫混入

変色
皮混入

トッピング検査

お弁当等の盛り付け検査、
人手でやっていませんか？



sales-support@i3-digital.com

システム構成イメージ

〒802-0003 福岡県北九州市小倉北区米町2-1-21 APエルテージ米町ビル 2階 TEL：093-522-5050

〒141-0022 東京都品川区東五反田5-22-33 WeWork TK 池田山 2階 TEL：03-6822-4750

● このカタログ記載の内容は2021年2月現在のものです。 ● 掲載されている会社名・製品名は各社の商標または登録商標です。 ● 記載内容は予告なく変更することがあります。

〒358-8555 埼玉県入間市上藤沢480番地（株式会社安川電機 入間事業所内）

本 社
東京オフィス
埼玉オフィス

現地生産ライン

エリアカメラ

照 　明

結果表示モニタ
(オプション)

・ 判別モデル作成
・ 追加学習
・データ自動分類
・モデル管理
・ 画像閲覧

学習用
画像データ

判別モデル

・ 画像取得
・ 判別
・ログ送信
・ 判別結果表示

エッジ端末
（GPU）搭載

検　査 データ蓄積&学習

ロボット連携で自動化も

▼検証結果を示すクラウド画面

ロボット連携でさらなる自動化も
▼ピッキング動作例

検査デモ
動画公開中

HACCP方式

HACCP（ハサップ）方式とは、食品を製造する際に安全を確保するための管理手法です。
これまで行われていた出荷直前の製品抜き取り検査による確認とは異なり、製造・出荷の各工程の
どの段階で異物混入が起きやすいかあらかじめ予測し検査することで、被害を未然に防ぐ管理方式です。

2020年6月施行HACCP って？

包装原料 箱詰め冷却加熱下処理 出荷

従来方式 出荷前の抜き取り検査☑

☑
外観検査

☑
噛込み検査

☑
異物検査

☑
製造工程での不良検査

各検査の工程で が活用されています！

☑
抜き取り検査

● AI（ディープラーニング）画像解析技術により、
従来の画像検査装置の運用が難しかった、 あいまいな判定に適用できます。

● エッジ端末とGPUの利用により高速な画像認識処理を実現できます。

● 人の知見の追加学習機能を搭載。学習を繰り返すことで検知精度が向上します。

● ロボット等の排除機構と連携させることでさらなる自動化も可能です。
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